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広報よもぎた

2アユアスロンinよもぎた

九
月
十
四
日
、
9
7青
森
米
Ｃ

Ｕ
Ｐ

デ
ュ
ア
ス
ロ
ン
・
ｌ
ｎ

よ
も

ぎ
た
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
六
回
目
を
迎
え
た
大

会
に
は
、
埼
玉
県
や
福
島
県
な

ど
県
内
外

か

ら
百
五

十
三

人

（
十
二

歳
女
子

か
ら
六
十
四
歳

男
子
ま
で
、
村
出
場
七
人
）
の

選
手
が
参
加
し

ま
し

た
。

ス
タ
ー
ト
に
先
立
ち
、
総
合

運
動
場
で
行
わ
れ
た
開
会
式
で

は
、
坂
本
昭
已
助
役
が
歓
迎
の

こ
と
ば
を
述

べ
、
坂
本
祐
一
大

会
実
行
委
員
長
が
「

デ
ュ
ア
ス

ロ
ン
の
村
へ
よ
う
こ
そ
、
日
ご

ろ
鍛
え
た
実
力
を
十
分
発
揮
す

る
と
と
も
に
、
競
技
を
通
し
て

お
互
い
の
親
睦
と
友
情
の
輪
を

広
げ
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ

つ
を
し

ま
し

た
。

続
い
て
、
選
手
を
代
表
し

て

張
間
裕
介
君
（
十
三
歳
・
長
科
）

と
稲
葉
翔
君
（
十
四
歳
・
郷
沢
）

が
「
ア
ス
リ
ー
ト
精
神
に
の
っ

と
り
、
全
力
で
完
走
す
る
こ
と

を
誓
い
ま
す
」
と
宣
誓
を
行
い

ま
し

た
。

午
前
十

一
時
、
さ
わ
や
か
な

秋
風
を
受
け
な
が
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
選
手

た
ち
は
、
沿
道
の
声

援
を
浴
び
な
が
ら
、
マ
ラ
ソ
ン

５
・
８
牛

口
、
自
転
車
3
0手

口
、

さ
ら
に
マ
ラ
ソ
ン
５

・
５
手

口

の
コ
ー
ス
で
健
脚
を
競
い
ま
し

た
。コ

ー
ス
で
選
手
誘
導
、
給
水

な

ど

を
し

て
く
れ

た

ボ
ラ

ン
テ

ィ

ア

の

皆

さ

ん

大

変

ご

苦

労

様

で

し

た

。

上

位

入

賞

者

は

次

の

と

お

り

で

す

。
　
　
　
　
　

（

敬

称

略

）

▼

総

合

の

部

１

位
　

佐
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光
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秋

田

県

）

・
上
時
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2
4
分
3
2
秒

２

位
　

斎

藤
　

祐

幾

（
市

浦

村

）

工

時

間
2
5
分
2
1
秒

３

位
　

笹

田
　
　

勉

（
弘
前

市

）

１

時

間
2
5
分
3
5
秒

▼

女

性

の

部

工

位
　

慶

長
　

文

子

（
八

戸

市

）

１

時

間
4
3
分
1
3
秒

２

位
　

竹
ヶ
原
し
げ
子
（
十
和
田
市
）

１

時

間
4
4
分
5
8
秒

３

位

花

岡

幸

子

？

田

県

）

工

時

間
4
5
分
5
2
秒

▼

男

性

（
4
5
歳

以

上

）

の
部

工

位
　

磯

崎
　

信

一
　（
岩

手

県
）

１

時

間
3
2
分
2
2
秒

２

位
　

石

澤
　

英

樹

（
黒

石

市
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１

時

間
3
4
分
5
3
秒

３

位
　

佐

藤
　

順

一
　（
弘
前

市

）

１

時

間
3
6
分
3
4
秒

●

村

出

場

選

手

7
6位
　

張

間
　

裕

介

（
長
　

科
）

第
6
回
デ
ュ
ア
ス
ロ
ン
大
会
太
会

稲
穂
路
に
　
鉄
人
た
ち
の
　
汗
光
る

１

時

間
4
7
分
ｏ

秒

出

位
　

木

村
　

長

一
　（

瀬

辺
地

）

１

時

間
5
6
分
2
0
秒

ｍ

位
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１

時
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分
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1
3
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婚姻60周年の坂本繁太郎、タキさん夫妻（長科）

長
寿
を
祝
う
敬
老
会
が
。
九

月
十
二
日
、
農
業
者
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
六

十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
と
関

係
者
約
四
百
人

が
出
席
し

ま
し

た
。物

故
者
に
黙
と
う
を
さ
さ
げ

た
後
、
坂
本
昭
巳
助
役
が
「
十

一
月
に
坂
本
米
作
さ
ん
（
長
科
・

．
明
治
三
十
年
生
ま
れ
）

が
村

で

初
め
て
百
歳
を
迎
え
ま
す
。
皆

さ
ん
も
百
歳
の
坂
を
越
え
る
ま

で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
」
と

あ
い
さ
つ
。

続
い
て
、
九
十
歳
を
迎
え
た

青
木
豊
四
郎
さ
ん
（
阿
弥
陀
川
）、

津
嶋
キ
ヱ
さ
ん
（
蓬
田
）
、
小

山
内
ち
る
さ
ん
（
蓬
田
）
の
三

人
に
県
知
事
顕
彰
を
伝
達
。

助
役
か
ら
九
十
歳
以
上
の
長

寿
者
十
五
人
に
顕
彰
状
と
お
祝

い
の
花
束
を
贈
呈
、
八
十
八
歳

に
な
ら
れ
た
八
人
、
結
婚
六
十

周
年
を
迎
え
た
二
組
、
結
婚
五

十
周
年
の
二
十
五
組
の
夫
婦
を

そ
れ
ぞ
れ
顕
彰
、
ま
た
、
七
十

七
歳
を
迎
え
た
三
十
二
人
に
安

全
っ
え
が
プ
シ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
゛

し
た
。

来
賓
の
祝
辞
の
後
、
工
藤
太

一
郎
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
よ

り
「
敬
老
会
を
開
い
て
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
会
員
み
ん
な
が
、

心
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
、

心
身
と
も
に
健
康
な
生
活
を
過

ご
し
ま
す
」
と
お
礼
の
あ
い
さ

つ
が
あ
り
、
山
舘
誠
弘
社
会
福

祉
協
議
会
長
の
音
頭
で
、
万
歳

三
唱
を
し
、
式
典
を
閉
じ
ま
し

た
。そ

の
後
、
出
席
者
全
員
に
折

り
詰
め
弁
当
と
飲
み
物
が
配
ら

れ
、
各
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
対
抗

の
芸
能
大
会
が
開
か
れ
、
カ
ラ

オ
ヶ
や
踊
り
で
楽
し
い
一
日
を

過
ご
し
ま
し
た
。

平
成
⑨
年
度
敬
老
会

元

気

で
　

長

生
き
　

い

つ

ま
で

も

3●敬老会



広報よもぎた

社 会 人 と し て の　 目 覚　 新 た に

平成９年度　成人式

平
成
九
年
度
成
人
式
が
、
八

月
十
四
日
、
中
央
公
民
館
で
新

成
人
四
十
五
人
（
対
象
者
六
十

一
人
）
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

式
で
は
、
張
間
鐵
男
教
育
委

員
長
が
「
人
・
郷
土
・
平
和
を

愛
す
る
玉
松
精
神

の
宿

る
こ
の

村
か
ら
巣
立
っ
た
誇
り
を
持
ち
、

激
動
す
る
国
際
社
会
に
果
敢

に

挑
ん
で
ほ
し
い
」
と
式
辞
を
述

べ
ま
し

た
。

続
い
て
、
坂
本
昭
巳
助
役
、

津
島
鐵
男
議
会
議
長
、
中
学
生

時
代
恩
師
の
新
潟
先
生
（
現
在
、

平
舘
中
教
頭
）
よ
り
祝
辞
か
お

り
、
先
生

は
「
人
生

に
は
い
く

つ
か
の
節
目
が
あ
り
、
成
人
式

は
社
会
的
責
任
と
い
う
意
味
で
、

大
き
な
節
目
で
す
。
こ
の
激
し

く
変
化
す
る
複
雑
な
社
会
を
、

責
任
を
し

っ
か
り
持
ち
対
応
で

き

る
大
人
に
な
っ
て
欲
し
い
」

と
激
励
し
ま
し

た
。

こ
れ
に
対
し
、
新
成
人

の
坂

本
祐
馬
さ
ん
が
「
い
つ
の
日
も

自
分
を
見
失
う
こ
と
な
く
、
し
っ

か
り
と
大
地
に
足
を
踏
み
し
め
、

一
歩
一
歩
を
大
事
に
進
ん
で
い

く
」
、

藤
田
亜

希
さ
ん
が
「
他

人

の
信
頼
を
裏
切
ら
な
い
よ
う

努
力
し
、
多
く
の
試
練
を
乗
り

越
え
、
自
分

の
決
め
た
生
き
方

を
信
じ
て
進
む
」
と
誓
い
の
こ

と
ば
を
述

べ
ま
し

た
。

助
役
よ
り
一
人
ひ
と
り
に
記

念
品

が
、
細
谷
正
選
挙
管
理
委

員
長
か
ら
は
選
挙
啓
発
の
テ
レ

ホ
ン
カ

ー
ド
が
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら

れ
ま
し
た
。

最
後
に
成
人
の
誓
い
を
、
八

戸
太
郎
さ
ん
と
新
成
人
全
員
で

斉
唱
し
式
を
閉
じ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
懇
談
会
が
開
か
れ
、

久
し

ぶ
り
の
再
会
を
懐
か
し
ん

で
い
ま
し

た
。

成人式4



英霊をしのび　恒久平和を誓う

戦没者慰霊祭

八
月
二
十
日
、
玉
松
台
に
お

い
て
、
戦
没
者
慰
霊
祭
が
、
遺

族
、
関
係
者
百
五
十
人
が
参
列

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

坂
本
昭
巳
助
役
が
、
村
政
の

現
状
を
み
霊
に
報
告
、
「
郷
土

愛
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
、
明
る

い
村
づ
く
り
を
誓
い
ま
す
」
と

祭
文
を
奉
呈
し
ま
し
た
。

村
内
有
志
女
性
十
五
人
に
よ

る
御
詠
歌
の
流
れ
る
中
、
参
列

者
が
焼
香
を
行
い
、
肉
親
の
霊

を
慰
め
、
平
和
へ
の
誓
い
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

式
典
に
引
き
続
き
、
青
森
駐

屯
地
の
陸
上
自
衛
隊
員
に
よ
る

銃
剣
道
演
武
が
奉
納
さ
れ
閉
祭

し
ま
し
た
。

安
全
な
水
の
安
定
供
給
を
願
い

上
水
道
地
鎮
祭

八
月
二
十
九
日
、
村
簡
易
水
　
　

六
千
八
百
万
円
を
見
込
み
、
十

道
新
設
工
事
の
地
鎮
祭
が
、
広
　
　

一
年
度
に
広
瀬
、
瀬
辺
地
の
両

瀬
地
区
（
広
瀬
・
高
根
開
田
）
　
　
　地
区
を
皮
切
り
に
給
水
を
開
始

の
水
源
地
で
行
わ
れ
、
坂
本
昭
　
　

し
、
十
四
年
度
に
全
村
給
水
を

巳
助
役
や
関
係
者
三
十
五
人
が
　
　

目
指
し
て
い
ま
す
。

出
席
し
て
、
工
事
の
安
全
を
祈
　
　
　

本
年
度
は
、
約
三
億
六
千
六

願
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　

百
万
円
を
投
入
し
て
、
地
下
ボ
ー

エ
事
は
、
本
年
度
か
ら
平
成
　
　

リ
ン
グ
、
取
水
井
や
管
理
棟
、

十
三
年
度
ま
で
の
五
ヵ
年
で
行
　
　

配
水
池
の
建
設
、
水
道
管
の
敷

わ
れ
、
総
工
事
費
、
二
十
五
億
　
　

設
な
ど
を
行
な
い
ま
す
。

慰霊祭／上水道地鎮祭5



カメラ

広報よもぎた

ア　 イ

交通安全キャラバン隊来村

月５日、農業者トレーニングセンターで、

「みんなですすめる交通安全」を合言葉に、全国

をキャンペーン中の交通安全キャラバン隊の歓迎

式が行われました。

式では、山舘洋子交通安全母の会長が歓迎のこ

とばを述べ、間宮安子隊長より「安全で快適な交

通社会を実現するため、一人一人が交通ルールを

守り、思いやりの心を持つことが大切です」と総

務庁長官のメッセージが伝達されました。これに

対し交通少年団を代表して工藤和麿君が「交通事

故のない安全で住みよい村づくりに積極的に努め

ます」と誓いのことばを述べました。

その後、保育園児による踊りのアトラクション

があり、出席者から盛大な拍手が送られ、参加者

全員で交通安全の誓いを新たにしました。

蓬中校舎改造工事はじまる

和49年(1974 年）に建設されて以来、23

年経過した中学校々舎ですが、この間、日本

海中部地震や塩害による腐食が激しく、危険

箇所が増えてきました。

特に学校は、生徒の学習・生活の場として

はもとより、災害など緊急時には地域の避難

場所にもなることから、耐震性・耐久性を高

め、安全欧を図ります。

また、木材をできるだけ多く使い、人に優

しい建物に改造します。

工事は、今年から３ヵ年をかけて実施する

予定です。

カメラアイ　6
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・

別
れ
際
　
案
ず
る
言
葉
　

身
に
す
く
　
　
　
　
　

栄
　

博

・
卒
業
式
　
別
れ
別
れ
に
　
な
る
進
路
　
　
　
　
　
絹
　
枝

一

別
れ
て
も
　

未
だ
に
続
く
　

く
さ
れ
縁
　
　
　
　

明
　

夫

一

嫁
ぐ
娘
の
　
最
後
の
言
葉
に
　

父
ほ
ろ
り
　
　
　

年
　

栄

・

級
友
も
　

歳
に
は
勝
て
ず
　

別
れ
行
く
　
　
　
　

勝
　

美

一
悪
さ
し
た
　

奴
ほ
ど
卒
業
　

涙
す
る
　
　
　
　
　

尚
　

政

一

卒
業
生
　
巣
立
つ
姿
の
　

目
に
涙
　
　
　
　
　
　

重
　

彦

一
制
服
に
　

別
れ
を
告
げ
て
　
（

イ
ヒ
ー
ル
　
　
　

勝
　

子

こい
長 科 ３Ｋ ま つ り

月７日、長科農事振興組合（小鹿正博

組合長）主催の「‾来・恋・鯉　長科３Ｋま

っり」が、長科大ため池で開催され、約200

人が参加しにぎわいました。

時おり雨が降る中、午前10時、小鹿組合

長のあいさつに続き早速、鯉のっかみ取り

（１人５匹まで）が始まりました。

参加者は、大物をねらい、足元が不安定

な中、腰まで泥にっかり悪戦苦闘。

家族や見物人からは、笑いと歓声がこだ

ましました。

蓬生園　夏まつり
８ 月10

日、特別養護老人ホーム蓬生

園（高阪盛男園長）で、入園者の家族、

地域住民に施設を開放して、 納涼祭を

行いました。

中庭には、 タコ焼き・焼き鳥・おで

んなどの屋台が並べられ、近くの住民

や小・中学生、職員の親類など祭り参

加者でにぎわいました。

訪れた家族に囲まれた入園者は、 普

段の面会とは違い、祭りのにぎやかな

中で、おでんや焼き鳥を食べながら、

カラオケやゲームに興じる子ど もたち

に、うれしそうに拍手を送り、夏の一

日を楽しみました。

側溝をきれいに

月７日、瀬辺地自治会（山舘誠弘会長）

では、地区内の国道280号線と村道側溝を

清掃しました。

汚泥がたい積し、家庭排水や雨水の流れ

が悪く不衛生でしたが、昨年に続く２度の

作業で、地区内の側溝はすっかりきれいに

なりました。

雨の中での作業、大変ご苦労様でした。

味
覚
の
秋
、
き
の
こ
の

シ

ー

ズ
ン
。

毒
き
の
こ
を
食

べ
て
中
毒
。

こ
ん
な
こ
と
に
な
ら

な
い
よ

う
に
、
知
ら
な
い
き
の
こ
は
食

べ
な
い
。

こ
れ
が
最
良

の
方
法
だ
。

９

９
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第
5
2回
県
民
体
育
大
会

八
月
二
十
三
日
と
二
十
四
日

の
二
日
間
、
八
戸
市
を
会
場
に
、

第
五
十
二
回
市
町
村
対
抗
青
森

県
民
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

体
育
協
会
（
福
士
鐵
造
会
長
）

は
、
陸
上
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
の
三
競
技
に
出
場
し

健
闘
し
ま
し
た
。

▼
陸
上
競
技
選
手
と
結
果

○
は
順
位

◇
男
　

子
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

▽
百
片
　
　
⑤
高
田
　
一
憲

▽
二
百

片
　

⑤
中
川
貴
世
仁

▽
二
千

片
　

⑦
森
　
　

淳
一

▽
四
百

片

リ
レ
ー
③
（
高
田
、

中
川
、
吉
田
、
森
）

▽
走
り
幅
跳
び
⑧
吉
田
　

智
範

▽
砲
丸
投
げ
Ａ
⑤
倉
谷
　

義
幸

▽
砲
丸
投
げ
Ｂ
⑤
坂
本
　
　

太

◇
女
　

子

▽
百

帽
　
　

③
小
松
美
由
紀

▽
二
百

片
　

④
坂
本
　

幾
子

▽
走
り
幅
跳
び
②
小
松
美
由
紀

▽
砲
丸
投
げ
　

②
久
慈
　

優
子

※
そ
の
ほ
か
の
出
場
選
手

野
藤
健
純
、
福
士
晃
、
伊
豫

部
美
希
子
、
横
山
久
美
子

▼

ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技
選
手

白
取
直
治
、
清
水
春
明
、
川

崎
幸
治
、
古
村
春
美

▼
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
競
技
選
手

坂
本
三
千
雄
、
工

藤
茂
芳
、

福
浦
務
、
工
藤
義
正
、
小
松
公

紀
、
小
松
き
み

暑
い
中
で
の
二
日
間
、
選
手
、

ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
ご
苦
労
様

で
し
た
。

九
月
十
五
日
、
青
森
市
で
第

五
回
県
民
駅
伝
競
走
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し

た
。

「
健
脚
で
っ
な
げ
郷
土
の
和

と
心
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、

村
実
行
委
員
会
（
福
士
銭
造
委

員
長
）
は
、
選
手
、

ス
タ
ッ
フ

三
十
人
で
参
加
を
し
ま
し
た
。

選
手
の
皆
さ
ん
は
、
十
区
間
、

四
二
・
一
九
五
キ

ロ
メ
ー
ト
ル

の
コ
ー
ス
を
力
走
し
、
二
時
間

四
十
分
四
十
六
秒
（
村
の
部
二

十
二
位
）
の
タ
イ
ム
で
ゴ
ー
ル

し
ま
し
た
。

選
手
、

ス
タ
ッ
フ
の
皆

さ
ん

大
変
ご
苦
労
様
で
し

た
。

村
民
野
球
大
会

八
月
十
七
日

（
日
）
、
村
民

野
球
大
会
が
、

ス
ポ
ー
ツ
ガ
ー

デ
ン
野
球
場
に
お
い
て
開
催
さ

れ
五

つ
の
自
治
会
チ
ー
ム
が
参

加
し
ま
し
た
。

晴
天

に
恵
ま
れ
た
会
場
で
は
、

選
手
の
元
気
な
プ
レ
ー
に
観
衆

の
声
援
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
し

た
。決

勝
戦
は
中
沢
チ
ー
ム
と
瀬

辺
地
チ

ー
ム
が
対
戦
し
、
９
対

１
で
中
沢
チ

ー
ム
が
優
勝
し
ま

し
た
。

●県民体育大会／県民駅伝競走大会　8

第
５
回
県
民
駅
伝
競
走
大
会

実
行
委
員
長
　
福
　

士
　

鐵
　

造

監
　
　

督
　

工
　

藤
　

義
　

正

コ

ー

チ
　

野

藤

健

純

”
　
　
　
越
　

田
　

茂
　

弘

◆
選
手
名
簿

・
中
学
生
男
子

広
田
　
　

渉
（
1
4）
長
　
　

科

稲
葉
　
　

翼
（
1
3）
長
　
　

科

川
内
　

智
浩
（
1
2）
阿
弥
陀
川

・
一
般
、
高
校
　

男
子

工
藤
　

祐
輝
（
1
6）
長
　
　

科

小
鹿
　

功
二
（
1
5）
長
　
　

科

森
　
　

廣
野
（
1
5）
阿
弥
陀
川

広
田
　
　

満
（
3
8）
長
　
　

科

福
士
　
　

晃
（
3
7）
郷
　
　

沢

田
中
　

邦
章
（
2
7）
瀬

辺

地

越
田
　

茂
弘
（
4
0）
瀬

辺

地

・
4
0歳
以
上
　

男
子

野
藤
　

健
純
（
4
6）
阿
弥
陀
川

森
　
　

淳
一
　（
4
2）
阿
弥
陀
川

・
女
　
子

森
　
　

華
子
（
1
5）
阿
弥
陀
川

木
村
　

優
子
（
1
4）
蓬
　
　

田

津
嶋
　

美
香
（
1
3）
蓬
　
　

田

敬
称
略

（
　
）
は
年
齢
で
す



ふるさと宅配　第２便

・

日
本
一
の
桃
太
郎
ト
マ
ト
。

宅
配
さ
れ
て
す
ぐ
に

Ｉ
個
ま
る

か
じ
り
で
食

べ
ま
し
た
。
本
当

に
お
い
し
い
ト
マ
ト
で
す
。
ち
ょ

う
ど
嫁
い
だ
娘

が
来
て
お
り
、

喜
ん
で
食

べ
、
帰
る
時
は
遠
慮

な
く
持
っ
て
い
き
ま
し
た
。
お

そ
ら
く
蓬
田

の
味
が
分
か
っ
た

の
で
し
ょ
う
。

◆
蓬
田
産
の
ト
マ
ト
は
甘
み
か

お
り
、
完
熟
で
果
肉
（
実
）

が

し
ま
り
本
当

に
お
い
し
い
ト
マ

ト
で
す
。
大
阪
に
も
他
方
面
か

ら
の
桃
太
郎
が
出
回

っ
て
お
り

ま
す
が
、
ふ
る
さ
と
の
桃
太
郎

は
や
っ
ぱ
り
お
い
し
い
で
す
。

蓬
田
を
離
れ
て
4
0年
余
り
、
ふ

る
さ
と
が
あ
っ
て
良
か
っ
た
と

感
謝
の
心
で
す
。

ル
ビ
ー
色
の

ト
マ
ト（
桃
太
郎
）
に
想
う

ふ
る
里
か
な

甲
中
学
生
の
息
子
は
、
蓬
田
産

の
ト
マ
ト
が
大
好
き
で
、
ス
ー

パ
ー
の
ト
マ
ト
は
食

べ
な
い
く

ら
い
で
す
。
こ
の
時
期
、
実
家

か
ら
送
っ
て
も
ら
う
ト
マ
ト
は

息
子
の
お
や
つ
に
な
り
ま
す
。

主
人
も
子
ど
も
の
こ
ろ
に
食
べ

た
懐
か
し
い
味
の
す
る
ト
マ
ト

だ
と
喜
ん
で
い
ま
す
。

φ
こ
ち
ら
で
も
ト
マ
ト
を
作
っ

て
い
る
農
家
が
多
く
、
安
く
手

に
入
る
の
で
す
が
、
ど
う
い
う

訳
か
味
が
違
い
、
ト
マ
ト
の
味

が
し
な
い
の
で
す
。
そ
の
点
、

桃
太
郎
は
甘
く
、
完
熟
し
て
も

形
が
崩
れ
ず
、
お
い
し
い
の
で

す
。
近
所
の
方
に
、
今
ま
で
ト

マ
ト
を
食
べ
れ
な
か
っ
た
が
、

こ
れ
を
食
べ
て
か
ら
食
べ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
ま
し

た
。

・

甘
み
が
あ
っ
て
実
が
し
っ
か

り
し
て
い
て
ト
マ
ト
の
味
が
し

ま
す
。
東
京
の
ス
ー
パ
ー
に
出

て
い
る
普
通
の
ト
マ
ト
は
、
全

く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
、
ト
マ

ト
の
味
が
し
ま
せ
ん
。
腹
が
立

つ
の
で
桃
太
郎
し
か
買
わ
な
い

の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
当
た
り

外
れ
か
お
る
よ
う
で
す
。
お
い

し
か
っ
た
で
ず
。

納
税
貯
蓄
組
合
に
は

ど
ん
な
特
典
が
あ
る
か

一
、
事
務
費
の
交
付

世
帯
数
に
応
じ
て
事
務
費
が

交
付
さ
れ
ま
す
。

二
、
完
納
奨
励
金
の
交
付

組
合
員
が
最
終
納
期
ま
で
に

納
付
し
た
場
合
、
奨
励
金
が
交

付
さ
れ
ま
す
。
（
完
納
税
額
の

２
パ
ー
セ
ン
ト
）

平成８年度分納税貯蓄組合完納奨励金一覧表

三
、
優
良
組
合
に
対
す
る
表
彰

成
績
の
優
秀
な
組
合
及
び
納

税
組
合
長
と
し
て
尽
力
さ
れ
た

方
を
表
彰
し
ま
す
。

※
平
成
８
年
度
分
で
は
、
村
内

6
7組
合
に
３
７
５
万
2
4
3
2

円
の
完
納
奨
励
金
が
交
付
さ
れ

て
い
ま
す
。

自治会名 組jk
世

帯
数

固 定 資産 税

県 村 民 税

軽 自動 車 税

完納税額合計

左 に対 す

る奨 励 金

（ ２％ ）

国民健康保険税

完納税額合 計

左 に対 す

る 奨 励 金

（ ２ ％）

合計完納

税額

合計奨励

金(２％)

中　　 沢 ８ 95

円

10,917,200

円

218,344

円

16,007,100

円

320,142

円

26,924,300

円
538,486

長　　 科 ８ 104 12,893,500 257,870 16,252,100 325,042 29,145,600 582,912

阿弥陀川 10 126 13,260,300 265,206 15,100,800 302,016 28,361,100 567,222

蓬　　 田 11 115 12,371,900 247,438 13,445,200 268,904 25,817ユ00 516,342

郷　　 沢 ６ 82 10,060,500 201,210 17,755,900 355,118 27,816,400 556,328

瀬 辺 地 11 112 10,721,700 214,434 11,215,700 224,314 21,937,400 438,748

広　　 瀬 ９ 99 7,905,000 158,100 12,072,500 241,450 19,977,500 399,550

高　　 根 ４ 45 3,890,400 77,808 3,751,800 75,036 7,642,200 152,844

計 67 778 82,020,500 1,640,410 105,601,100 2,112,022 187,621,600 3,752,432

ふるさと宅配便メッセージ/納税組合の特典

－メッセ ージ集 －
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ふ
る
さ
と
宅
配
便
「
よ
も
ぎ
た
フ
レ
ッ
シ
ュ
　
グ
リ
ー

ン
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
の
第
二
便
と
し
て
、
八
月
一
日
、
今
が

旬
の
「
桃
太
郎
ト
マ
ト
」
を
お
送
り
し
ま
し
た
。

会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介

し
ま
す
。



広報よもぎた

おいしくできたかな

母
と
子
の

料
理
教
室

夏
休
み
も
終
わ
り
に
近

づ
い

た
８
月
2
1日
、
中
央
公
民
館
に

お
い
て
小
学
生
2
7人
と
お
母
さ

ん
７
人

が
、
食
生
活
改
善
推
進

員
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

。母
と

子
の
料
理
教
室
”
を
開
催
し
楽

し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

作
り
方
の
説
明
の
後
、
取
り

組
ん
だ
メ
ニ
ュ
ー
は
、
①
カ
レ
ー

味

ポ
ー
ク
の
ブ
ロ
シ
ェ
ッ
ト
②

青
の
り
フ
ラ
イ
ト
ポ
テ
ト
③
三

色
お
む
す
び
④
ゼ
リ
ー
の
４
品
。

ワ
イ
ワ
イ

ー
ガ
ヤ
ガ
ヤ
に
ぎ
や

包

丁

さ

ば

き

が

う

ま

い
Ｉ
・

か
に
会
話
も
弾
み
、
ど
の
子
も

皆
一
生
懸
命
で
輝
い
て
い
ま
し

た
。
今
年
度
は
男
の
子
の
参
加

が
多
く
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
も
力
作

ば
か
り
。
人
気
は
青
の
り
フ
ラ

イ
ト
ポ
テ
ト
で
お
か
わ
り
の
列

が
で
き
た
ほ
ど
で
す
。
普
段
嫌

い
な
野
菜
も
皆
に
つ
ら
れ
て
食

べ
る
姿
に
ビ
ッ
ク
リ
す
る
お
母

さ
ん
も
い
ま
す
。
子
ど
も
の
時

か
ら
気
を

つ
け
て
食
事
を
す

る

こ
と
が
病
気
の
予
防
に
つ
な
が

る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

普
段
か
ら
家
庭
で
も
子
ど
も

だ
ち
と
一
緒
に
楽
し
く
食
事
作

り
を
し
、
心
と
体
の
栄
養
と
愛

情
を
た
っ
ぶ
り
と
り
ま
し
ょ
う
。

サ
ケ
お
に
ぎ
り
を
作
る
ん
だ
！

盛
付
け
も
テ
キ
パ
キ
と

高
脂
血
症

予
防
の
食
事

日
増
し
に
夏
ら
し
く
な
っ
て

き
た
７
月
2
2日
、
ヱ
咼
脂
血
症

予
防
の
食
事
”
に
つ
い
て
学
習

会
が
開
催
さ
れ
、
年
を
取
る
に

つ
れ
気
に
な
る
高
脂
血
症
（
高

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
）
を
改

善
し
よ
う
と
参
加
者
は
熱
心
に

調
理
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。講

師
の
在
宅
栄
養
士
会
の
福

士
セ
ツ
さ
ん
よ
り
作
り
方
の
説

明
か
お
り
、
試
食
後
に
食
事
や

普
段
の
生
活
に
つ
い
て
の
注
意

保健コーナー 10

点
等
具
体
的
な
指
導
か
お
り
、

参
加
者
は
普
段
の
自
分

の
食
生

活
を
振
り
返
る
良
い
機
会
に
な
っ

た
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

村
で
は
住
民
総
合
健
診
（
基

本
健
診
結
果
）
で
、
高
脂
血
症

の
疑
い
を
指
摘
さ
れ
る
人
が
一

番
多
い
た
め
、
今
後
、
高
脂
血

症
予
防
を
中
心
に
地
域

で
の
活

動
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
地
域
ぐ
る
み
で
取

り
組
み
で
き
る
よ
う
村
民
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

そ
れ
が
脳
卒
中
や
高
血
圧

が
多

い
村
民

の
健
康
を
高
め
る
決
め

手
と
な
る
の
で
す
。

①母と子の料理教室　②高脂血症予防の食事　食生活改善推進員中央学習会

。油
を
減
ら
す
コ
ツ
教
え
ま
す
”

福
士
栄
養
士



蓬
田
村
在
宅
寝
た
き
り
老
人
等
介
護
手
当
支
給
事
業

村

の

保

健

福

祉

計

画

を

作

成

す

る

に

あ

た

り

実

施

し

た

実

態

調

査

の

結

果

、

在

宅

の

寝

た

き

り

と

準

寝

た

き

り

の

高

齢

者

を

合

わ
せ

る

と
四

十

七

人

で
し

た
。

四

十

七

人

の
主

な
介

護

者

は
、

一

什
一
　
嫁

二

十

人

（
4
2
・
６

％

）

二

位
　

配

偶

者

（
夫

ま

た

は
妻

）

十
二
人
（
2
5・
５
％
）

三
位
　

娘
　

四
人
（
８
・
５
％
）

四
位
　

息
子
三
人
（
６
・
４
％
）

で
し

た
。
介
護

が
主
に
女
性
の

手
で
行
わ
れ
て
い
る
状
況
を
示

し
て
い
ま
す
。

四
十
七
人
の
介
護
者
に
、
介

護
に
関
す
る
悩
み
を
尋
ね
た
項

「福祉と健康まつり」の介護教室で寝たきり

状態を体験しているところです

目
で
は
、

一
位一
　
心
身
の
疲
労
感

二
位
　
自
分
の
時
間
を
持
て
な

ＬＶ

三
位
　
睡
眠
不
足

四
位
　
旅
行
に
行
け
な
い

五
位
　
仕
事
に
出
ら
れ
な
い

な
ど
の
悩
み
を
訴
え
る
人
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

介
護
期
間
が
五
年
以
上
の
方

は
十
四
人
で
一
位
、
一
年
未
満

十
人
で
二
位
、
一
年
か
ら
三
年

未
満
が
九
人
で
三
位
。
介
護
期

間
の
長
期
化
に
伴
い
介
護
者
の

疲
労
感
が
高
ま
る
中
で
、
介
護

者
自
身
を
支
援
す
る
対
策
も
必

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
介
護
者

の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
在
宅
福
祉

の
向
上
を
め
ざ
し
て
ス
タ
ー
ト

し
た
の
が
、
介
護
手
当
支
給
事

業
で
す
。
昨
年
度
は
二
十
六
件

の
利
用
者
が
あ
り
ま
し
た
。

支
　
給
　
要
　
件

六
十
歳
以
上
の
在
宅
の
寝
た

き
り
や
痴
ほ
う
の
高
齢
者
を
日

常

的

に
介

護

し

て

い

る
者

で

、

次

の
要

件

を

満

た

す

者

に

支

給

し

ま

す

。（

た

だ

し

、
生

活

保

護

世

帯

の
介

護
者

は
対
象

外

で
す
。
）

①

引

き

続

き

六

ヵ

月

以

上

介

護

し

て

い

る

こ

と

。

②

寝

た

き

り

等

の

高

齢

者

と

同

居

し

、

か

っ

生

計

を

同

じ

く

し

て

い

る

こ

と

。

③

十

二

月

一

日

現

在

、

村

に

居

住

し

、

住

民

登

録

さ

れ

て

い

④

村

長

が

特

別

な

理

由

に

よ

り

介

護

手

当

の

支

給

を

適

当

と

認

め

た

場

合

。

介

護
手

当

の

額

介
護
手
当
の
額
は
、
在
宅
の

寝
た
き
り
等
高
齢
者
一
人
に
つ

き
年
額
六
万
円
で
す
。
一
世
帯

に
二
人
の
寝
た
き
り
者
が
い
て

介
護
し
て
い
る
場
合
は
、
二
人

分
支
給
に
な
り
ま
す
。

支
　
給
　
申
　
請

介
護
手
当
の
申
請
期
間
は
、

十
二
月
一
日
か
ら
十
二
月
十
日

ま
で
で
す
。
審
査
の
基
準
日
は

十
二
月
一
日
と
し
、
そ
れ
以
後

の
該
当
者
は
翌
年
度
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
支
給
対
象
に
な
る

か
ど
う
か
の
審
査
は
、
「
寝
た

き
り
老
人
等
資
格
認
定
基
準
」

に
よ
り
行
い
ま
す
。

申
請
は
役
場
福
祉
課
、
ま
た

は
各
地
区
の
民
生
委
員
も
受
け

付
け
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
と

思
わ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
申
し
出

く
だ
さ
い
。

手
当
の
支
給
は
十
二
月
下
旬

で
す
。

前
出
の
介
護
者
四
十
七
人
に
、

「
今
後
ど
の
よ
う
に
介

護
し

て

い
き
た
い
か
」
と
尋
ね
た
質
問

に
は
、

一
位一
　
自
宅
で
家
族
が
介
護

十
八
人
（
3
8・
３
％
）

二
位
　

自
宅
で
サ
ー
ビ
ス
利
用

十
七
人
（
3
6・
２
％
）

三
位
　

特
養
・
施
設
等
入
所

二
人
（
４

・
３
％
）

で
し
た
。
自
宅
に
居
て
、
家
族

の
介
護
や
サ
ー
ビ
ス
利
用
し
な

が
ら
生
活
し
た
い
、
さ
せ
た
い

と
す
る
方
が
多
い
こ
と
を
示
し

て
い
ま
す
。

介
護
者
の
負
担
を
少
し
で
も

軽
く
し
て
い
く
た
め
に
、
村
で

は
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

ー
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
2
4時
間
体
制
・
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
等
の
公
的
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
充
実

に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
介
護
者
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

を
図
る
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

嘔祉サービス紹介④

お
年
寄
り
の
た
め
の

福
祉
サ
ー
ビ
ス
紹
介

第４回

1

1



広報よもぎた

国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年
金

は
、
6
5歳
か
ら
の
支
給
が
原
則

で
す
が
、
希
望
す
れ
ば
6
0歳
か

ら
6
4歳
の
人
で
も
、
繰
り
上
げ

て
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
繰
り
上
げ
て
年
金

を
受
け
る
と
、
6
5歳
か
ら
受
け

る
場
合
に
比

べ
て
、
次
の
よ
う

な
不
利
な
点
が
あ
り
ま
す
。

①
　

繰
り
上
げ
支
給
の
申
請
を

し
た
と
き
の
年
齢
に
よ
っ
て
、

受
け
る
年
金

が
一
定
の
割
合

で
減
額
さ
れ
、
そ
の
率
は
6
5

歳
に
な
っ
て
も
変
わ
ら
な
い

の
で
、
生
涯
、
減
額
さ
れ
た

年
金
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

ま
た
、
繰
り
上

げ
支
給
の

請
求
書
は
、
一
度
受
理
さ
れ

る
と
、
あ
と
か
ら
取
消

や
変

更

は
で
き
ま
せ
ん
。

②
　

繰
り
上
げ
て
年
金
を
受
け

て
い
る
と
、
特
別
支
給
の
老

齢
厚
生
年
金
や
退
職
共
済
年

金
は
、
6
5歳
に
な
る
ま
で
支

給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

③
　

繰
り
上
げ
て
年
金
を
受
け

た
後
、
就
職
し
て
厚
生
年
金

な
ど
に
加
入
す
る
と
、
そ
の

間
は
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

④
　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
て

し
ま
う
と
、
そ
の
後
、
事
故

や
病
気
で
障
害
を
持
っ
た
場

合
で
も
、
障
害
基
礎
年
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

⑤
　

繰
り
上
げ
て
年
金
を
受
け

た
後
、
夫
の
死
亡
に
よ
り
遺

族
基
礎
年
金
の
権
利
が
発
生

し
て
も
、
6
5歳
に
な
る
ま
で

の
間
は
、
繰
り
上

げ
支
給
の

老
齢
基
礎
年
金
と
ど
ち
ら
か

一
方
の
年
金
し
か
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。

「
お
問
い
合
せ
先
」

蓬
田
村
役
場
　

住
民
課

ａ

（
内
線
　

２
３
６
）

平
成
９
年
４
月
１
日
か
ら
。

法
定
労
働
時
間
「
週
4
0時
間
」

が
、
全
面
的
に
適
用
と
な
り
ま

し
た
。

な
お
、
規
模
１
人
か
ら
９
人

ま
で
の
商
業
、
理
美
容
業
、
映

画
演
劇
業
、
保
健
衛
生
業
、
お
よ

び
飲
食
店
な
ど
の
接
客
娯
楽
業

の
特
例
事
業
場
は
、
当
分
の
間
、

週
4
6時
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の

幸
せ
を
願
っ
て

児

童

扶

養

手

当

国
の
制
度
で
、
1
8歳
に
達
し

た
日
よ
り
３
月
3
1
日
ま
で
の
児

童
で
、
次

の
い
ず
れ
か
の
ヶ
Ｉ

ス
に
あ
て
は
ま
る
場
合
に
給
付

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
（
2
0
歳
未

満
で
、
政
令
で
定
め
る
程
度
の

障
害
を
有
す
る
児
童
も
含
む
）

▼
父
母

が
離
婚
、
父

が
死
亡
、

父
が
生
死
不
明
、
父

に
認
知
さ

れ
な
い
、
父

が
重
度
の
障
害
者
、

父
に
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い

る
場
合
な
ど
。

特

別

児

童

扶

養

手

当

児
童
扶
養
手
当
と
同
様
、
国

の
制
度
で
、
2
0歳
未
満
の
障
害

を
有
す
る
児
童
で
、
次
の
い
ず

れ
か
の
ヶ
Ｉ
ス
に
あ
て
は
ま
る

場
合
に
給
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
障
害
児
の
父
も
し
く
は
母
が

そ
の
児
童
を
監
護
す
る
と
き
、

障
害
児
の
父
母
以
外
の
方
が
児

童
を
養
育
す
る
と
き
。

【
申
請
手
続
き
、
必
要
書
類
な

ど
詳
し
い
内
容
の
お
問
い
合
せ

先
】

蓬
田
村
役
場
　

福
祉
課

ａ

（
内
線
　

２
３
３
）

は
じ
め
ま
し
て

子
育
て
メ
イ
ト
で
す

Ａ
、
県
知
事

が
委
嘱
を
し
、
主

に
未
就
学
児
を
も
つ
家
庭
を
訪

問
し
て
、
子
育
て
の
悩
み
や
不

安
に
つ
い
て
、
相
談
を
受
け
た

り
、
情
報
を
提
供
し
た
り
す
る

も
の
で
、
子
育
て
の
経
験
豊
か

な
方
々
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

し
つ
け
や
発
育
の
こ
と
だ
け

で
な
く
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、

子
育
て
の
先
輩
と
し
て
、
料
理

や
家
事

の
手
抜
き
法
な
ど
、
い

ろ
ん
な
こ
と
が
聞
け
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

お
母
さ
ん
方
の
気
楽
な
お
友

達
と
し
て
、
お
し

ゃ
べ
り
を
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
。

村
の
子
育
て
メ
イ
ト
は
、
次

の
皆
さ
ん
で
す
。

担当地区 氏　　名 電話番号

中　　沢 坂本　弘子 27-2414

長　　科 坂本　貞子 27-2131

阿弥陀川 青 木ﾉ ｙ 27-3371

蓬田・宮本兼平　玲子 27-3327

郷　　沢 小野　弘子 27-2571

瀬 辺 地 山舘　澄子 27-2337

広　　瀬 太田　昭子 27-2090

高　　根 小野寺てつゑ27-2340

お知らせ情報局 12

時
短
で
築
こ
う

ゆ
と
り

の
青
森

「
週
4
0時
間
労
働
制
」
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

老
齢
基
礎
年
金
の

繰
り
上
げ
請
求
は

慎
重
に

報

情 局
お知らせ

Ｑ
、
子
育
て
メ
イ
ト
と
は
？



最
低
賃
金

き
っ
ち
り
チ
ェ
ッ
ク

し
っ
か
り
キ
ャ
ッ
チ

最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

新
青
森
県
最
低
賃
金
は
、
1
0

月
３
日
か
ら
効
力
が
発
生
し
適

用
さ
れ
ま
す
。

新
最
低
賃
金
は

▼
日
　

額
　
　

４
、
６
２
９
円

▼
時
間
額
　
　
　
　

５
７
９
円

に
な
り
ま
す
。

最
低
賃
金
制
と
は
、
最
低
賃

金
法
に
基
づ
き
、
国

が
賃
金
の

最
低
限
度
を
定
め
、
使
用
者
は
、

最
低
賃
金
よ
り
低
い
賃
金
で
労

働
者
を
働
か
せ
て
は
な
ら
な
い

と
定
め
た
も
の
で
す
。

こ
の
た
め
最
低
賃
金
は
、
産

業
別
最
低
賃
金
（
４
業
種
）
が

適
用
さ
れ
る
労
働
者
を
除
き
、

県
内
で
働
く
す

べ
て
の
労
働
者

（
正
職

員
、

パ
ー
ト
タ
イ

ム
労

働
者
、
ア
ル
バ
イ
ト
）
と
そ
の

使
用
者

に
適
用
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

「
お
問
い
合
せ
先
」

青
森
労
働
基
準
局
　

賃
金
課

a
0
1
7
7

－
3
4－
4
1
1
1

村
の
掲
示
場
を一

ヵ
所
に

村
条
例
・
規
則
等
村
が
実
施

す
る
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
は
、

蓬
田
村
公
告
式
条
例
（
昭
和
二

十
六
年
制
定
）
に
基
づ
き
、
村

内
八
ヵ
所
の
掲
示
場
に
告
示
、

公
表
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
近
年
、
広
報
な
ど

媒
体
の
進
展
に
よ
り
、
村

で
は

掲
示
場

の
統
合
を
検
討
、
関
係

者
の
意
見
を
聞
い
て
、
平
成
九

年
九
月
五
日
か
ら
掲
示
場
を
一

ヵ
所
に
統
合
い
た
し
ま
し

た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
掲
示
場
は
役
場
敷
地

内
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
北
側

に
設
置
し
て
い
ま
す
。

【
総
務
課
】

テ レホ ンガイ ド

保　育　所　　　27-2180

幼　稚　園　　　27-2042

小　学　校　　　27-2069

中　学　校　　　27-2038

社会福祉協議会　27-2828

27-2077

役　　　 場　27-2111

教育委員会　31 -3200

FAX　31-3201

中央公民館　27-2076

ト レ セ ン　27-3010

野　球　場　27-3090

よもぎ温泉　27-2170

10　OCTOBER

日 月 火 水 木 金 土

1　2　34

5　6　7 8 9  10  11

12 13 1卵5 16 1ｍ8

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

10月行事予定表

開催日 曜日 行　　　　　事　　　　　名 場　　　所 時間 担　　　当

１ 水 第21回東青地区農業委員大会 ト　　　 レ　　 セ　　　 ン 13 : 00農 業 委 員 会

６ 月 書道教室 中　央　公　民　 館 13 : 30中 央 公 民 館

８ 水 陶芸教室（10月から毎週水曜日に変更） // 9:00 //

12 日 パッチワーク教室 // 10 : 00 //

13 月 書道教室 // 13 : 30 //

15 水 陶芸教室 // 9:00 //

18 土 行政相談 // 10 : 00総　　務　　課

19 日 第４回福祉と健康まっり ト　　　 レ　　 セ　　　 ン 8:30 福　　祉　　課

20 月 書道教室 中　央　公　民　 館 13 : 30中 央 公 民 館

21 火 こ脱検診 // 9:00 福　　祉　　課

22 水 陶芸教室 中　央　公　民　 館 9:00 中 央 公 民 館

// // ３種混合ワクチン 蓬　田　診　 療　所 13 : 00福　　祉　　課

26 日 秋季火防演習 総　　務　　課

27 月 書道教室 中　央　公　民　 館 13 : 30中 央 公 民 館

28 火 幼児育児教室 // 9:00 福　　祉　　課

29 水 陶芸教室 // // 中 央 公 民 館

善
意
を
あ
り

が
と

う

九
月
四
日
、
中
村
政
六
さ
ん

（
蓬
田
）
、
久
慈
一
司
さ
ん
（
広

瀬
）
の
二
人

が
役
場
を
訪
れ
、

修
学
奨
励
基
金
に
と
寄
付
金
を

助
役
に
手
渡
し
ま
し
た
。

両
名
は
、
夏
休
み
期
間
中
、

海
水
浴
場
で
売
店
を
営
業
し
、

売
り
上

げ
の
一
部
を
寄
付
し
て

く
れ
た
も
の
で
、
昨
年

に
続
き

二
回
目

で
す
。

善
意
の
心
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

13●行事予定表



戸 籍 の

窓　　 囗

人口と世帯数

(8月31日現在)

総人口　3,768人

男　　1,794人

女　　1,974人

世帯数　1,092世帯

8月受 付分

お誕生おめでとうございます

吉日丿 百 （ｎ≒ 長女

い 肩 瀑 （ ≒ で　=貶女

たかひろ　　　
＿　四

坂木 宇大 （
真

溶　長男

回=t から （ 習 呈　長=女

ご結婚おめでとうございます

おくやみ申し上げます

田
園
は
黄
金
色
に
輝
き
。
収

穫
の
秋
を
迎
え
る
。

今
年

は
豊
作
だ
と
い
う
。

し
か
し
、
米
価
の
値
下

が
り

が
気
に
か
か
る
。

喜
ん
で
ば
か
り
い
ら
れ
な
い
。

広
報
も
内
容
の
充
実
に
努
力

し

な
け
れ
ば
と
！
。

⑩

８月９日、中国山西省より縫製技術を学ぶため任秀

峰さん（30歳）が来村しました。

任さんは、技術交流と両国の友好親善のため派遣さ

れ、１年間、㈱蓬田紳装で実務研修をします。

任さんは、母国では教師として働いており、夫と夫

の母、長女（５歳）、長男（２歳）の５人家族です。

趣味は縫製で特に刺しゅうが得意だそうです。

本村の感想は、交通の便、生活水準、環境がよいこ

と、規律正しくよく働くことだそうです。

好きな食べ物は、ご飯、とうもろこし、梨で、嫌い

な物は肉だそうです。

任さんは、技術研修の傍ら蓬田小学校で日本語を勉

強しています。将来、村と山西省の交流のかけ橋にな

れればと頑張っています。

越田手工さん（瀬辺地） の畑で収穫された

トマトです。

だるまの形に似ています。

窓あき果と言い、低温障害による変形果の

一種で、食味は、通常のものより良いそうで

す。

中
国
か
ら
縫
製
技
術
を
学
ぶ
た
め
来
村

広報よもぎた

レ
ン

任

み
ー
つ
け
た

11

1

み～つけた／戸籍の窓口　14

（ 青木　 清光（阿弥陀川）

野口志津子（青 森 市）

６月受付分

（ 細谷　　 勝（宮　　 本）

工藤久美子（蟹 田 町）

青木巳之吉（阿弥陀川　74 歳）

編
集

後
記

ニ
ー
　
ハ
オ
　
　
　
　
レ
ン
　
　
シ
ュ
ウ
ホ
ウ

作

好

！
　

任
　

秀

峰

さ

ん

（
こ
ん

に
ち

わ
）
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